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１．構想
「雪国100年のヴｨｼﾞｮﾝを考え、その実現を可能とする雪と寒さに係わる技術（積雪寒冷地熱工学＝寒
地熱工学）の開発を行う」ためｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上に仮想（Virtual）研究所を開設し、これを「雪と寒さの仮想
研究所」と呼ぶ。これは、既存の研究機関、あるいは、これからの雪国を考える人達の問をｲﾝﾀｰﾈｯﾄを
用い連携し、雪国のあるべき姿を考え、積雪寒冷地熱工学に関する研究ﾃｰﾏの提案と個別の研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ
化をｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通し行い、実施技術の入口一出口の評価、総合化により雪国の発展を図るものである。す
なわち、雪国の雪と寒さに関する「１００年ヴｨｼﾞｮﾝの語りと研究の提案とお願いと組織化」の出会いの場
の構築をｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上で行うものである。なお、当面は寒地熱工学を軸とする科学．工学を対象とするが、
これに限るものではない。また、開設は平成16年度の早い時期としたい。
２．「積雪寒冷地熱工学」では
積雪寒冷地での「凍結-融解、蒸発=乾燥-凝縮、蓄熱、日射取得」などの現象把握と、積雪寒冷地に
おける「一次産業（農業・畜産・水産業）、空気調和-制御、都市環境」に係わる熱工学、積雪寒冷地
での「生活」に係わる熱工学の展開を目指す。なお、雪や寒さを研究の軸とするが、必ずしもこれらだ
けにこだわらず、広く積雪寒冷地の諸問題の解決に寄与する。関連分野としては、寒地環境工学、寒冷
地工学、寒地気象学、寒地開発、寒地社会ｼｽﾃﾑ、寒地建築・都市設計、低温科学などがある。
３．ｲﾝﾀｰ ﾈｯﾄ上の掲示板
雪国の雪と寒さに関する「１００年ｳ、ｲｼﾞｮﾝの語りと研究の提案とお願いと組織化の出会い」に係わる
図１のような場をｲﾝﾀｰ ﾈｯﾄ上に掲示板の形式を採り構築する。掲示板では、自由に参照、意見交換を行
い公開とする。なお、研究ｸﾞﾙｰﾌﾟを作り、実施する段階では、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の掲示板から離れ非公開とす
るが、ﾄﾋﾟｯｸｽ程度の掲示、あるいは、さらに広くお願い、ｱﾅｳﾝｽしたいことがあれば掲示する。
垢山政良室蘭工業大学機械ｼｽﾃﾑｴ学科（室蘭市水元町27-ｌＴｅｌ/FaXO143-46-5305）
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趨
個別研究室の「ｸﾞ ﾙｰ ﾌﾟ 化」
･方針（分担-役割〉決定
･各研究者（室）での研究実施
研究の調整、交流
･成果の収穫＝所有権
･可能な範囲での公表
｢雪と寒さの仮想研究所」
○雪国100年ヴｨｼﾞ ｮﾝの語り
○研究所研究室（ｸﾞ ﾙｰ ﾌﾟ ）の構築・
研究の実施
・研究目標(ﾌﾟ ﾛｼﾞ ｪｸﾄも)の提案、研究
参加募集
・研究の支援要請（器機、技術も）
･研究目的の出口評価
･研究ｸﾞ ﾙｰ ﾌｰﾟ からの経過、支援要請
・成果のPRなど
○雪と寒さの図書館
○雪と寒さのｻﾛﾝ
○雪と寒さの案内板
第19回寒地技術シンポジウム（2003）
５．掲示版の例－広く研究を共にしたいﾃｰﾏの例（脂山）
６．これから
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｢既設倉庫の利雪型への改造【進捗状況80％】」
｢落下冷水による冷房【進捗状況55％】」
｢雪噴霧広域冷房【構想中】」
｢雪解け水の調査【進捗状況80％】」
｢積雪の表面積調査【進捗状況25％】」
｢雪冷房の環境【進捗状況50％】」
｢雪山の築造【進捗状況80％】」
｢雪で囲った寒冷地住宅【構想中】」
｢自然ｴﾈﾙｷﾞ 活ｰ用ｸﾞ ﾘｰ ﾝﾊｳｽ【進捗状況45％】」
｢利雪に適した稀少農産物の特定【構想中】」
｢上水管利用冷水供給ｼｽﾃﾑ【構想中】」
｢ﾁﾂﾌﾟ ﾎﾞ ｲﾗｰ の製作【進捗状況75％】」
｢泥炭乾燥燃焼炉【構想中】」
｢籾炭によるｴﾁﾚﾝｶﾞ ｽ吸着【進捗状況45％】」
｢雪を母材としたｶﾞ ｽﾊｲﾄﾞ ﾚｰ ﾄ【進捗状況45％】」
｢雪冷房αβ＆γｼｽﾃﾑ【進捗状況80％】」
「日射一雪（積層断熱）乾燥ｼｽﾃﾑ【進捗状況50％】」
「北海道空知地方を世界一の穀倉地帯へ=空知2010年ブﾛｼﾞ ｴｸﾄ【進捗状況30％】」
｢雪のない地域へ雪の大量輸送=銀河計画【進捗状況30％】」
｢道路、休耕地による冷水の加温=農業熱工学【進捗状況25％】」
｢海水による寒剤作成【進捗状況45％】」
｢鶏舎、牛舎の雪冷房【進捗状況60％】」
｢酪農牧草地における雪山の利用【構想中】」
｢雪冷房によるﾌｨﾙﾀｰ効果の実用【進捗状況60％】」
｢雪捨て場の高度化【進捗状況75％】」
｢密閉式雪山施設【進捗状況45％】」
｢木炭ｶﾞ ｽ発生炉【進捗状況80％】」
｢植物油燃料による（OTDﾃﾞ ｨｰ ｾﾞ ﾙ機関）の駆動【進捗状況80％】」
｢工事用ｼｰﾄ利用屋根雪滑落面【構想中】」
｢ﾀﾞ ﾑ湖底不易水利用【構想中】」
｢開放型２重管ｻｰ ﾓｻｲﾌｵﾝによる凍土造成【進捗状況60％】」
｢ﾋｰ ﾄﾊﾟ ｲﾌﾟ による純水製造【進捗状況60％】」
｢凍結による高圧発生装置【構想中】」
｢飛行所滑走路の除雪と利雪【構想中】」
｢屋根雪の吹払柵滞雪【構想中】」
｢夏季における雪構造物の構築【構想中】」
「これからの日本の雪国の農業（vs，WTO）【構想中】」
｢高齢者、障害者のための除雪ｼｽﾃﾑ【構想中】」
｢低温籾摺り-精米ｼｽﾃﾑ【構想中】」
｢逆方向作動ﾋｰ ﾄﾊﾟ ｲﾌﾟ 【構想中】」
｢観光雪室（ゆきにお）造成【構想中】」
｢貯雪庫空間の冬期利用【構想中】」
｢冷凍機併用による夏のｶｰﾘﾝｸﾞ場設営【構想中】」
｢雪と廃止ﾄﾝﾈﾙを活用した夏のｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ ｽｷｰ ｺｰ ｽ設営【構想中】」
｢ﾋｰ ﾄﾎﾟ ﾝﾌﾟ による製氷装置【構想中】」
進捗状況については、８０％は実用可。６０％は実用の方向が見えた段階。４５％は基本
技術がほぼ完成｡２５％は研究の方向が見えた段階｡構想中は可能性が感じられる段階
図３広<研究を共にしたいﾃｰﾏの例（娠山）
いましばらく時間をかけ「雪と寒さの仮想研究所」の構想を練りたい。ご教示戴けると幸いである）
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